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１ 緑が丘地区の概要

（令和６年１０月１日現在）
８，９７０人 １５歳未満 ９．７％

１５歳～６４歳 ５７．２％
６５歳以上 ３３．１％

（令和６年１０月１日現在）
４，４５７世帯

（令和７年４月１日現在）
１０自治会

（令和７年４月１日現在）
２，７６９世帯
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・ 本地区は、もともと陽南地区の一部として発展
してきた地域。第２次世界大戦の開戦直後、この
地域に「中島飛行機宇都宮製作所」が開設され、
まちは急速に発展。
・ 戦後、同社が撤退し、社宅や寮は引揚者や戦争
で家を失った人々の避難先となった。
・ 高度経済成長に伴う人口急増で、昭和４５年に
「緑が丘小学校」が開校。
・ 昭和４９年に、緑が丘地区（１７自治会）は
陽南地区から独立。
・ 昭和６１年には、７自治会が陽光地区として
分離・独立し、現在１０自治会で構成。

現在の緑１丁目から４丁目の「緑」と、
現在の双葉町の「松が丘」を併せて「緑が丘」に。
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２ 緑が丘地区連合自治会・防災会

地区内の１０自治会を以って組織

次の専門部をおき、それぞれの事業を推進

関係機関団体との連絡調整と事業推進

関係防犯機関との連絡調整と地区内防犯活動

広報紙の発行と啓発活動

各自治会女性部の統括と連絡調整
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コミセン地域交流会 揚げ餅が大人気

ふるさとまつり ＳＵＢＡＲＵのお囃子

コミセンまつり 宮PASSで食事券GET

体育祭 子どもの参加も多く活気が◎！
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３ 緑が丘地区の防災の取組①
～「つながり」という「備え」～

・ 本部長（防災会会長） ・ 副本部長（同副会長２名） ・ 事務局長（同事務局長）
・ 顧問（連合自治会会長、まちづくり協議会会長、社会福祉協議会会長）

・ 災害発生時における住民の隣保共同の精神による自主防災活動
・ 被害防止及び軽減を図るための知識、技術、防災意識の高揚

緑が丘小学校（校庭・体育館）、各自治会集会所等

約３００名（各地区住民 約２００名、防災会構成団体 約１００名）

各自治会の被災の把握、救護所の開設、給食所の開設、応急救護、初期消火、高齢者避難、
ポンプ車操法、炊出し等非常食の試食

① 総務班 ② 情報班 ③ 避難誘導・受付班 ④ 消火班 ⑤ 救急救護班
⑥ 給食・給水班 ⑦ 資機材班
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給食所訓練 毎年これが楽しみ！

開会式 揃いののぼりで士気アップ ９分団の操法体験 未来の消防団員

かまど炊き訓練 最高な炊き具合！
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３ 緑が丘地区の防災の取組②
～「自分ごと」にする「備え」～

「栃木県共同募金会」助成金を活用

在宅避難を想定した防災・減災に係る「自助の知識・技術等」の習得と啓発

令和７年１１月８日（土）午前１０時から正午

緑が丘地域コミュニティセンター

１０２名（おとな：８９名、こども：１３名）

・ 消防職員による防災講話（テーマ：大船渡市山林火災に学ぶ）
・ 家庭用防災グッズ展示・頒布
・ 防災グッズ工作室・おもちゃ交換会
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防災グッズの展示・頒布 協力：コヤマ事務機商会

助成金でのぼりも作成しました！ 野沢消防司令補による講話の様子

防災グッズ工作室 上手にできた？
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４ 防災活動に係る主な課題
～近所力・地域力の重層化に向けて～
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ご清聴ありがとうございました。
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